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ＪＶＣ活動事典 87年度から88年度に向けて

どうやってプロジェクトを選ぶのか

カンプチアで働くＮＧＯが共同で出版した『ＮＧＯ

が見たカンプチア』の学習会を行った時のことであ

る。「援助団体が政治的発言をするのはいかがなもの

か。あえてセンチメンタリズムに徹してもいいので

ないか」という発言があった。ＪＶＣがなぜこのよう

な本を出版するに景ったのかは説明しておいた方が

いいようだ。総会でも触れられたＪＶＣの基本方針を

考えるうえで参考になるかもしれない。

現在カンプチアはベトナムを後楯とするヘン・サ

ムリン政権と，タイ・カンプチア国境にいてＡＳＥＡＮ，

中国，アメリカなどの支援を受けた三派連合政府が

対立している。二派連合政府は国連の議席もあり，

彼らのキャンプにはあらゆる援助物資が送られてく

るが，カンプチア国内は国際社会から孤立し，国連

の援助も限られている。ヘン。サムリン政権がベト
かいらい

ナムの偲偲であるというのがその理El1である。内戦

やポル・ポトの残した爪あとから立ち直っていない，

鼓も援助を必要とされる国は，国際政治の力関係の

なかで無視され続けてきた。そこでカンプチアの復

興のために人々とともに働いてきた西側ＮＧＯが,彼

らを代弁する形で書き上げたのが上記の本だ。カン

プチアの人々が最も望むのは今の平和が続いてくれ

ることと，国土を復興させることである。そしてポ

ル・ポトの復帰は絶対認めない。

ＪＶＣはこれまでタイのカンプチア人難民キャンプ，

タイ・カンプチア国境（三派連合政府のソン．サン

派キャンプ。)，カンプチア国内とどの立場のカンプチ

ア人も支援してきた。何年間かの経験から，このよ

うな豚着状態を支えているのは国際政治にあること

に気がついてきた。個々のプログラムをまじめに行

ってもいっこうに平和にもならず，難民の立場は変

わらない。たしかにＮＧＯは政治的な発言をすること

はめったにない。そのことによって援助対象者が迷

惑をこうむるようなことは絶対に避けなければなら

ないからだ。だからどんな政権の下でも働くことが

できる。しかし，時としては黙っていることが人々

をより苦しめることもある。今回の場合私たちはそ

う判断した。また，“政治的な発言をしないこと”

もきわめて政治的なことである。

ＮＧＯが活動するのは政治的に安定した国とは限ら

ない。むしろ逆の方が多い。援助の手が届きにくい

ところとなるとどうしてもそうなってしまう。エチ

オピアの場合もそうだ。北部のチグレ，エリトリア

には反政府ゲリラが出没し，援助物資を積んだ国連

のトラックが何回も襲われた。

そのような国で活動することについて「いくら援

助しても軍事費に費されてしまうのだからムダだ」

とか，「かえって強権政治を補強しかねない」など

と批判されることがある。反政府活動が起きている

エチオピアは外国人が国内で仕事をすることには厳

しく，決して仕事のやりやすい国ではない。それで

も50の団体がエチオピアで活動している。昨年の干

ばつには前回の教訓を生かし,政府,国連，ＮＧＯが早

めに手を打ったため，大規模な被害には至らなかっ

た。飢餓が起きて援助をしても何もならないのだ。

生態系の回復はひとりエチオピアだけの問題ではな

い。また援助団体が撤退して困るのは政府ではなく，

そこに住む人々である。

ＮＧＯが活動を続けるうえでどうしても政治の壁に

ぶつかることがある。そういう時は，何がその人々

のためになるのかを考えれば，自ずとその方法は見

えてくるように思う。

第６回会員総会において，事務局のエチオピア担

当をしている林達雄さんが，個人的意見と前置きし

ながら「今年はエチオピアとカンプチアに力を入れ

ていったらどうか」と活動方針案を述べた。（本誌

15ページ）２つのプロジェクトは長期にわたるもので

資金もかかり，その上政治的に一方の政権に加担し

ているなどの誤解を受けやすいことで似通っている。

このような困難を伴うプロジェクトを選んだのは，

それらが根本的な問題解決を見すえたものだからで

ある。

ＪＶＣはこれからどんなプロジェクトを選ぶのか，

それの基準となる基本方針を今後１年かけて練り上

げることになった。（編集部）
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げなけりや」とＪＶＣの技術者としてプノンペ

ンで働いている馬氏は意気込んでいた。どこ

までカンプチア人技術者を育てられるか，こ

れからの課題である。

給水活動

「井戸掘り」の活動の重要性はいうまでもな

い。しかし，わずか５，６台の井戸掘り機械

で日本の国土の約半分の土地で井戸を掘ろう

というのは，先の長い話である。その井戸掘

り機械も，７９年以降ユニセフやＮＧＯにより

寄贈されたものである（１台はＭＩＲＣという

日本の団体がＪＶＣを通して83年に寄贈した)。

しかも，必要な資材も手に入らないことが多

く，ＪＶＣもその資材等の援助を86年から続け

てきた。

今年３月，コンポンスプー県の井戸掘り現

場を訪れた際，その作業を見ていた農村の子

供たちが，外国人を見るのがめずらしいらし

く，カメラを構えると大はしゃぎでわれもわ

れもと集まってきた。「名前は？学校行って

る？」とクメール語で聞くと，「あたしはモ

ーア。この娘はムノームよ」というように５，

６歳の女の子が次々に友達を紹介してくれた。

広々とした土地，見わたすかぎり地平線の平

野を駆けまわる子供たちの表情の何と明るく

のびのびとしていることか！彼らの表情を

曇らせないようにできるかぎりのことをした

いと，誰しもが思わずにはいられないだろう。

ＲＩＮＥプログラム

現在までに，全国１９県のうち１１県の中心地

と５つの郡，およびプノンペン市内13カ所で

｢ライン（ＲＩＮＥ）・プログラム」が進められて

いる。このプログラムは，Ｒ(補水)，Ｉ（予防

接種)，Ｎ(栄養)，Ｅ(教育)を骨子とする全

国的な母子保健活動であり，保健省などカン

プチア人自身の努力と，ユニセフと数少ない

ＮＧＯの協力により実施されている。

ＪＶＣは87年度，ユニセフを通じてこのプロ

グラムを支援するとともに，関係当局との交

渉を行った。同時に全国各地で，母子保健に

関するフィールド・ワークを行い，５歳未満

児の健康状態の調査などを行った。

８８年３月には，プノンペン郡に臨時のライン

・センターを設立し，そこに住む約６万人を対

象に，ＪＶＣもこの活動に本格的に参加した。
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カンプチアは新聞の国際面などで最近よく

取り上げられるようになったが，国内の民衆

の暮しぶりはなかなか伝わってこない。国民

の90％以上が農民で，彼らがカンプチア特有

の背の高い砂糖柳子（トナオト）の木々を背景

に田植えをしている風景は，それが干ばつによ

り田植えの時期が数カ月も遅れた時でさえ，私

たちの心配をよそに，ゆったりと大自然にと

け込んでいるように見えた。

カンプチアは苦労のしがいのある国である。

同じ東南アジアでも，タイなどでは経済面で

の日本の進出ぶりに日本人の一人として気が

とがめるが，カンプチアでは幸か不幸かまだ

それが大きく目だっていない。その代わり，

10年以上にわたる戦争とクメール・ルージュ

政権の残虐行為によってもたらされたはなは

だしい荒廃は未だ目に余るものがあり，これ

ほど苦しみ続けているカンプチアの人々に対

してどうして日本は人道的観点からの援助を

しないのだろうか，と苛立たしい気持ちにな

る。

技術学校/ワークショップ

ＪＶＣは「技術学校/ワークショップ」の活動

を1986年から始めたが，校舎と工場の建物

の完成まで約８カ月を要し，1987年７月１５日，

ようやく落成式を行うに至った。習月には５５

人のメカニック訓練生の入学を決め，９月か

らは救援活動のために使われる車両の修理を

訓練生とともに行ってきた。

８８年１月，主任技術者タック・カン氏によ

り第一期訓練コース（３カ月間）が試験的に

開始され，５８人の生徒が受講した。午前中は

自動車工学の理論を学び，午後はカンプチア

人技術者２名と日本人技術者２名を中心にし

て，分解・組み立て，修理の実技を学んだ。

「まず第一に安全なやり方，第二に正しい

手順を，第三に正しい計測の仕方を教えてあ
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った。しかし，そこの居住者２万人が姿を消

してしまったわけではない。彼らは，難民問

題の解決方法(第三国定住，自主的本国帰還

など)のどれかが実現するまで，UNHCR(国

連難民高等弁務官事務所）の保護下にあるべ

きなのである。

昨年11月には，今まで第三国定住のための

面接対象とはならなかった難民７０００人が，面

接を受けることが許された。それから５カ月間

で約3000人がアメリカなどを目指してパナニ

コム・キャンプに移動した。最終的に１万人

の難民が第三国定住の可能性のないまま残さ

れて，彼らが国境地帯のキャンプに統合され

たとしても，ＵＮＨＣＲが彼らの保護を続け自

主的本国帰還を促進することが期待される。

ＪＶＣは，カオイダンで1981年以来｢技術学

校」の活動を続けてきた。キャンプ内の雰囲

気が沈滞しているなか，この活動は将来（第

三国に行くにせよ本国に戻るにせよ）役立つ

技術を身につけさせるだけでなく，彼ら自身

が学校を運営しているという自尊心を持たせ

るという目的が重要とされる。
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あまりにも長い"救援活動，，

自分たちはより程度の高い仕事をすること

にぱかり気をとられていて，難民の人たちと

辛苦をともにしようという気持ちを忘れてし

まったのではなかろうか？本来の目的に立

ち返ってみよう。それは，例えばタイ・カン

プチア国境地帯のカンプチア避難民の「人間

としての尊厳，基本的人権並びに人間として

基本的に必要とするものが保障されること。

及び彼らの自立にとって障害となる問題の恒

久的解決に貢献すること」（JVC規約第３条）

ではなかったか？

カンプチア避難民についていえば，彼らは

ＪＶＣが最も長年にわたって援助の対象として

きた人々である。ＪＶＣの活動者のうち，いっ

たい誰が，彼らが今でもそこに留まっている

ことを望んでいたであろうか？誰もいない

はずである。彼らの人口は今や30万人にも達

しようとしており，その半数以上が15歳以下

の子供たちである。子供たちの多くはキャン

プの生活しか知らない。食糧や水は援助の配

給に依存しており，あるカンプチアの婦人は，

自分たちは動物園の動物みたいだとＮＧＯ関

係者に語ったという。

ＪＶＣはタイ・カンプチア国境地帯での｢補

助給食と栄養教育」の活動を今年３月で打

ち切った。それは，その活動そのものは他の

団体に引き継がれたため，カンプチア人たち

への援助が打ち切られたということではない。

自分たちには，援助そのものが「基本的に必

要とするもの」であると同時に，「問題の』恒

久的解決」に対立するものの一部をなしてい

る，というジレンマがあった。ＵＮＢＲＯ(国連

国境救援機関）に資金拠出をしている国々は

｢保護をすると称した人々の命を，かえって

危険にさらしている」ことに道義的責任を負

うべきであろう。その意味で，ＵＮＢＲＯへの

大口の拠出国である日本は，なんらかの責任

を果たすべきであることを，日本市民の一人

としてこれからも訴えかけたい。
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日本語学校のパーティ

パナニコム・キャンプは第三国定住の決ま

った難民のためのキャンプである。ＪＶＣは日

本に定住の決まった難民に対して，日本語を

教え，日本の文化・習』慣などを紹介している。

1987年度は，ラオス９１人，カンプチア１１１

人，ベトナム２人の合計204人の日本定住予

定者（うち生徒131人)を対象とした。日本語

は，大和定住促進センターで使用している教

科書と同じものに沿って指導しているので，

現在では日本に行ってからも継続して授業を

進めてもらえるようになった。

また，オランダ，スウェーデンなど他国へ

の定住予定者合計421人を対象に，飛行機の

搭乗手続きのオリエンテーションを行った。

秒読みに入ったカオイダン閉鎖

「カオイダン・キャンプはもう閉鎖したので

はないんですか？」とよく聞かれた。確かに

カオイダンは昨年初め公式上閉鎖されてしま
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に奨学金を援助しており，小学校６年の義務

教育を終了するまで継続している。250人中

中学生23人援助しているが，できるだけたく

さんの子供たちに義務教育の機会が与えられ

るよう，小学生を優先している。

児童の状況調査のための家庭訪問や学校訪

問をする主活動のかたわら，定例の年１回の

子供合宿，毎週土曜日の子供会活動，毎月１

回の子供新聞発行なども行った。

ＪＶＣクロントイ図書館活動

８月に，住民の助力によってクロントイ１

区に新JVC図書館が完成した。書棚が限ら

れているので，図書は１カ月ごとに入れ替え

をする。開館と同時に新聞を読みに毎日訪れ

る青年たち，幼児を遊ばせる母親や仕事にあ

ぶれた父親たち，絵本をみる子供たち，宿題

をやりにくる高学年の子供たちなどで終日賑

わう。識字教室，サッカーチーム育成など青

少年活動にも意欲的に取り組んだ。

移動図書活動

バンコク市内５カ所のスラムで，月に１回

の本の入れ替えを縦糸とし，スラム内の青少

年ボランティアによるミニ図書館運営を横糸

として移動図書活動を行っている。５月には

国立競技場で，スラム問題のアピールのため

の展示とスラム対抗スポーツ大会などレクリ

エーションを兼ねて，エクシビションを開催

した。パネル作りなどの準備を通してスラム

内の結束を固め，スラム対抗競技などを通し

てスラム間の親睦をはかった。ナンシー･ス

ラムでは活動の場をそれまでの保育所から住

民の建設で完成したＪＶＣミニ図書館に移し

た。

農村開発活動

半年にわたる他のＮＧＯや政府からの'情報

収集，実地調査などの結果，活動地をブリラ

ム県のＭ村に決定した。村長をはじめとする

村の行政，小学校の教師たち，お坊さま，農

民などと公式，非公式な協議を重ねた結果，

まず，給食活動から始めることにした。公共

地を使っての給食材料の生産，養鶏，養魚な

どは，栄養が十分でない子供たちへの食料補

給だけではなく，農作業を通じての子供たち

への農業教育，村民へのモデル農場など有機

多角農場として，さまざまな目的を含んでいる。
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東北タイはしばしば干ばつによる被害を受

けるが，１９８７年の干ばつはことのほかひど

かった。雨期の始まり，６月末のひと雨で途

絶え，７月８月の田植えどきを農民は雨だけ

を待ってジリジリと過ごした。８月の終りに

なってやっと降り始めたとき，干上った苗代

の苗はすでに黄色く半枯れとなったり，伸び

過ぎて茎を出していた。そんな苗の先を切っ

て田植えをし，あるいは直播きに切り替えて

可能な限り作付けしたものの，水不足から作

付けできない田も多かった，その後も雨は少

なく，すぐに乾期になって温度が下がったた

めもあって，収穫は例年の半分，４分の1の

家庭もあった。

今回の干ばつは局地的なものではなく，東

北タイ全体，さらに北部，中部とかつて経験

したことのないほどの広範囲な地域で起こっ

たことに特徴がある。雨不足は年々確実に進

行しており，これは森林の乱伐など生態系の

破壊にも関係があると思われる。そして，近

年森林の乱伐に拍車をかけているのが，トウ

モロコシ，キャベツ，ショウガなどの輸出商

品作物の栽培で地力は落ちて栽培不能となり，

農民はやむなくそこを捨てて新たな森を切り

開く。世界経済の力関係から農民はこれら輸

出商品作物の生産を余儀なくされ，その多く

は日本にも輸入されて食料，食肉の飼料，工

業用として消費される。彼らが困窺状況に追

い詰められていくことと，私たちの生活と無

縁なものではない。

かつて人々は，自然と呼応しながら農作を

する力をもっていた。しかし今，押し寄せる

近代に翻弄されて自信を失っている。外から

くるものに翻弄されず，自らの方法に自信を

持ち，生態系のよりよい循環を取り戻してい

く農業方法を見つけなければやがて大地は丸

裸になってしまう。

奨学金活動

スラムの人々のほとんどは「その日暮し」

で蓄えがない。毎年新学期になると親たちは，

子供たちに制服や教材，教料害などを買って

やらなくてはならず，途方に暮れる。借金，

家財の質入れ，方法がなくて学校をやめさせ

てしまうことさえ珍しくない。ＪＶＣはこのよ

うな経済的な理由で学校へ行けない子供たち



開発と救援と

●グリーン・フォー・アフリカ

①植林マーシャ村に若木が育ち始めた。

８月に山間部の斜面と家の庭に植えた若木

が根付いた。干ばつによりその生育が危ぶま

れていたにもかかわらず，３月現在で75％が

枯れずに残り，７０ｃｍ程までに育っている。

このはげ山だらけの大地にも，ほんの少し手

をかけ，家畜から守ってやりさえすれば，木

が育ちうることを実感した。

エチオピアでの植林は，日本の都市の緑化

とは違う。森の爽失のために流出した表土と

水をとりもどし，農業基盤再建のための，村

人の明日の生存をかけた取り組みである。そ

して今，その成否は植林技術よりも，農村た

ちの木や森に対する意識や土地利用のあり方

により強く左右されることを確認した。８７年

度は，水源地域における植林・土壌保全作業

の実施とともに，農業学校・小学校・家庭訪

問等を通して，植林の意味と方法を指導して

きた。

②母子に対する生活改善の取り組み

母親の意識と地位の向上こそが，乳幼児の

死亡率を下げ，出産，子育てにおける計画性

を育み，ひいては人口の増加に歯止めをかけ

ると言われている。

エチオピアの女性の地位は低い。粉ひき，

水くみ，牛糞ひろい，その他家事一般に育児

と一日中忙しく働いているにもかかわらず，

すぐに夫になぐられ，簡単に離婚されてしま

う。常に押さえつけられ，人前で話した経験な

ど一度もないような母親たちの何人かが，近

所の母親たちを集めて，野菜の育て方や離乳

食の作り方について語り始めた。

マーシャ村で母親学校を始めてから丸２年，

当初，家族や隣近所に気がねしながら基本的

な栄養や保健について学びに来ていた女性自

1987年度，ＪＶＣはマーシャ村において村

の生活基盤再建のためにグリーン･フォー・

アフリカプロジェクトを継続しつつ，６０kｍ

離れた干ばつ被災地コレブ地区において迅速

に食糧配給を行い，栄養不足による死を防い

できた。８７年度の現場での活動の意味と成果，

活動者，支援体制を振り返って見たい。

エ
チ
オ
ピ
ア

らが，今度は教え手となって村々を廻り始め

たのである。こうした女性たちの改善への意

欲は，日本に住む私たちにも明日への勇気を

与えてくれる。

訪問指導のほかにも，小学校，診療所，識

字教室と様々な場を使って，多角的な取り組

みが始まった。また，離婚された女性やハン

ディキャップの人を対象に刺繍やカゴ編の技

術を指導し，収入の道を拓く職業訓練を１月

に開始した。

③その他，衛生的な飲料水を確保するための

泉の保護，特に貧しい農民を対象にした種も

みや役牛の貸出等，生活に関わる多方面の活

動を展開した。

●緊急食糧援助・

大飢鯉をもたらし，100万人の人々を死に

追いやったといわれる１９８４年の干ばつから

３年目，北部３州を再び干ばつが襲った。雨

量は苑～％，収穫量からみれば前回以上の被

害を与えた。しかし，それにもかかわらず，

今だに深刻な飢餓は出現していない。早期警

報体制の下に50救援団体，国連機関，政府が

地域を分担して，迅速に対応した成果である。

ＪＶＣでは1986年以来，ウォロ州ワレヒメ

ノ県内で最も被害を受けやすいコレブ地区に

対する救援活動を想定して，コレブに近いマ

ーシャに拠点を移し，道路整備や市場価格調

査を行ってきた。今回の干ばつに際しては，

大雨期の遅れに速応して，７月末にはコレブ

地区の作柄，水場，人々の食糧の備畜を調査

し，８月半ばには小規模ながら食糧配給を開

始した。その後，十数回にわたり調査を重ね，

３月までに1000トンの小麦を，簡単な労働の

報酬として，２万6000人の被害者に配給した。

コレブの人々に生存の機会を与えたいという

目的の第一歩をとげたわけである。

だが，被災者の大半は，少なくとも88年１２

月の収穫期まで食糧自給の見込みがない。小

雨期にあたる２月～４月にも雨が降らず，家

畜のエサとなる牧草すら生えないため，農耕

にかかせない役牛をも手放し始めた。また，

配給された小麦を妙って食べるだけの状態が

すでに９カ月続き，子供たちの病気に対する

抵抗力は限界に近づいている。本格的な救援

活動が必要とされるのはまさにこれからである。
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ナイル川

子に対する多岐に亘る活動が展開された。干ば

つと食糧不足に苦しむコレブ地区の村々を１

つ１つ歩いて調査し，実状にあった救援活動

を可能にしたのはトーマスであった。また地

元マーシャ出身で，母子保健や農業・植林の

普及を手伝う男女が登場した。

ナイル川

エ
チ
オ
ピ
ア

支援体制

グリーン．フォー・アフリカ：８５年緊急医療救

援時に集めた資金を使いつつ始めたこのプロ

ジェクトも，ようやく安定した支援者を獲得

しつつある。ウォーク，サイクル等の市民参

加型チャリティイベントに加えて，「顔の見

える協力関係」を支援してくれる学校や市民

グループの数もふえて来た。また,犬養道子

さんが，マーシャ村での植林活動をアピール

し始め，募金口座が設置された。だが，いま

だに自転者操業を脱した訳ではない。現場で

の活動が充実しつつある今，より一層の支援

を募りたい。

緊急食糧援助：飢えた子供の姿が現われる

以前に，予防のための活動をアピールするこ

とは難しい。８月末に支援を募り始めたが，

反応は乏しく，１２月には見切り発車で，輸送

に必要なトラックを発注した。その後，一般

市民．団体からの支援金が急速に集まり，極

度に交通の困難なエチオピアでの食糧の輸送

力確保することができた。今後も被災地の状

況に呼応してアピールを続けてゆく。

活
動
に
か
か
わ
る
人
々
と
支
援
体
制

ゴジャム州

ブ諺
《ｊｇ…Ji-ぐ

一〈上穿ﾍー プーー 萱ー

タナ湖

ゴンダールリｌＩＩｌ

婦人のための職業訓練

ゴンダールリｌＩＩｌルリｌＩＩｌ

活動にかかわる人々

①日本人スタッフ

ＮＧＯはエチオピア政府機関と契約を結ん

で活動しており，外国人スタッフの数もこの

契約により制限されている。Ｊｖｃの場合,現

場３人，首都１人に対してのみ労働許可がお

りている。現場での農業技術者，看護婦，調

整員としてそれぞれ，伊藤達雄，有本敦子，

山田盛が，代表として加納妙が活動に従事し

た。

山田は緊急救援活動の指揮にあたり，加納

はアジスアベバで食糧確保に奔走し，遂にＷＦ

Ｐと約束を取りつけた。伊藤は植林．農業を

指導し，有本は伊藤夫人幸子とともに，母子

に対する教育的な取り組みを組織した。ここ

での看護婦の役割は看護ではなく，もっと基

本的な生活改善指導である。また，村人たち

の生活全搬に関わるこうした活動では，スタ

ッフとして関わる側も夫婦という単位が望ま

しいことを伊藤夫妻が示してくれた。後に続

く夫婦の活動者を切に求める。

②エチオピア人スタッフ

村人たちに実際に接し，彼らのかかえてい

る問題をひき出し，それに応える形で１つ，

つの活動を推進しているのは20数名のエチオ

ピア人スタッフである。そして87年度の活動

の充実は彼らの活躍を抜きには語れない。権

威主義があたりまえのエチオピアで，女性や

子供たちにわかりやすい言葉で語りかけるこ

とのできる元コック，エシャトーを中心に母

ごア半島

＝皇書

川

一
〒

ソマリ
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６１〃

ＪＶＣは，1983年からソマリアにおいて，

農業を中心とした生産活動により彼らの自立

を目指すプロジェクトを続けてきた。また，

生活改善のための植林や教育活動も始めた。

ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所)やソマ

リア政府はもとより，１０団体以上ものＮＧＯ

も依然として援助を継続している。

しかし，今でも約80万人のエチオピア難民

が滞留している。そして彼ら難民たちは，１０

年近くも外部から援助を受けてきたため，依

存症に陥っている。ここでの大きな問題の一

つである。

その解消に向け，彼らを取り巻く外的な状

況は大きく動き始めている。まず，それらの

動きを追ってみたい。

本国帰還

難民問題の解決でもっとも理想とされる本

国帰還は，ソマリアにおいても行われてきた。

１９８６年12月から再開された帰還活動で，今

年１月までに約4500人がエチオピア領内に戻

って行った。この帰還活動は今後とも続け

られる予定であり，今年４月に実現したソマ

リアとエチオピアの11年ぶりの国交再開が拍

車をかけると期待される。

ソマリア国内での定住

しかし，ここソマリアでの難民問題の解決

にもっとも可能性が高いのは，やはりソマリ

ア国内での定住であろう。なぜなら，彼ら難

民たちのほとんどはソマリア国民と同じソマ

リ族であり，文化や宗教も非常に近いからで

ある。また，ソマリア政府も彼らの定住を公

式に認めており，彼らを受け入れるだけのポ

テンシャル，特に農地となりうる未開墾地が

あり余っているからである。

ＵＮＨＣＲの方針

さらにまた，「難民の生命維持」の援助を

基本としてきたＵＮＨＣＲも，「難民の自立」

"'

ソ
マ
リ
ア

このような状況の中で，JVCは以下の活動

を昨年度は行った。

農場の拡張

グループ・ファーミング方式という難民主

導型に移行し，さらに56haを拡張した。既

存の99ｈａに加え，合計で１５５ｈａになった。

この新農場の対象者はキャンプの外に移り住ん

でいる難民たちで，数年以内に彼らはポンプ，

ディーゼル燃料，農具などの代金をＪＶＣに返

金する。

従来建設した農場を整理すると下表になる。

既存農場の維持・改善(99ha）

ポンプの燃料購入代などに対する難民の自

己負担を一層増加させ，一部の農場ではその

全額を難民が負担している。

その一方で，ユニット１では，異部族混成

というリスクに加え，農地の疲弊などが重な

り，この農地を地元民に返却した。

植林

農場内にとどまらず，マネガイ難民キャン

プにも１万本以上の苗木を配った。

その他

現金収入を得る手立てとして，水屋，パン

屋，かじ屋，帽子屋を始めた難民たちに資金

を貸し付けた。また，試験農場の拡大・充実，

農業クラスと識字クラス，養蜂指導，養鶏指

導，井戸掘りなども行った。

自
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われわれJVCとしては，「与えるだけの援

助」ではなく，彼ら難民たちの自立につなが

る活動を今後とも続けていきたい。

筏'

８ １〃

*ユニット６の家

族数が多いのは

このグループの

自主的取り決め

による。

jザ

に向けて方針を大きく移行し始め，難民救援

のために設立されたソマリア政府の難民部局

の統廃合をも提案している。これら難民部局

の費用のほとんどをＵＮＨＣＲが拠出しており，

その削減が目的である。

植
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７１〃

ア

Trial＆Error８１ －８－

農場
<ユニット）

建設年

983

984

983

986

建設方法

Ｊ
Ｖ
Ｃ
主
導

中間型

グ
ル
プ
。
フ

ァ
‘
ミ
ン
グ

（
慨
同
農
場
〉

対 象者

静

ハ
ル
バ
・
キ
ャ
ン

プ
の
難
民
他

ソﾙｰｰブ・リーダーなど

農業に関心のある者

自分たちで選出

面積
(ha）

1５

2５

2０

ﾕ６

2０

家族数

1４

2６

2４

3２

1５

6４

2０

1６

2５
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霧難民の密集地
０１００２００ｋｍ
Ｉ一一｣

５０１５０２５(〕

既に70万人ほどの難民を受け入れていたソ

マリアに，エチオピア国内の社会不安と干ば

つなどにより，1984年に約10万人の新難民

が流入した。ルーク地区には２万6000人が到

着し，その内の約１万1000人がヒラン郡ボロ

ブルテ地区に新設されたジャボレ新難民キャ

ンプに移された。

Ｊｖｃは，ルーク地区だけでなく，このジャ

ポレ新難民キャンプでもその建設段階から唯

一の外国ＮＧＯとして活動してきた。当初は

緊急援助の様相が強い保護プロジェクトを行

っていたが，キャンプの状況が安定するにつ

れて，開発援助の性格をおびた生活環境の保

持や改善などのプロジェクトに移行してきた。

具体的には次のようなプロジェクトを昨年

度は実施した。

医療保健／補助給食

外来患者の診察，栄養状態の悪い乳幼児や

妊産婦への補助給食，及び隔離病棟の管理運

営を行ってきた。

しかし，１９８７年４月に出されたソマリア政

府の決定に従い，６月にSＲＣＳ（サウジアラ

ビアの団体）へこの活動を引き継いだ。

植林

難民キャンプの周囲の２区画(各々５ｈａ合

計10ha）をフェンスで囲い，植林した。初め

に手がけた５ｈａには数種の苗木を植え，２

年間にわたり定期的に水をやった。一方，後

から着手した５ｈａは，その半分に植林し，

残りの区域には元来この地に自生してきた木

々を保護し，一切水をやらない方法をとった。

最終的には，病院や宿舎の周囲に植えた木々

も合わせて，約3500本を植え，７０％程が定着

･生育している。

さらに，,難民キャンプの各家庭に２，３本

ずつ苗木を配り，彼ら難民たちが自分で育て

ている。全部で約7000本の苗木が必要であっ

た。

インカム・ジェネレーティング

ロバ給水車を難民の一部に貸し，またパン

屋の開設資金を立て替え，現金収入の道を示

した。昨年12月までに彼らは借金をJVCに返

した。水屋はその後も順調に続いているが，

パン屋は，借金返却の直後に，その施設を解

Ｔｒｉａｌ＆Error８１
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昨年９月の決定に沿い，今年４月をもって

ジャポレ新難民キャンプでの活動を終了し，

最後まで続けてきた植林プロジェクトをアイ

ルランドのＮＧＯに引き継いだ(詳しくはT/Ｅ

75号)。

また現在，ルーク地区での農業プロジェク

トの経験とボロブルテ地区での人間関係を生

かし，ジャララクシ難民キャンプの近くで農

業プロジェクトの開始に向け準備し始めた。

苗
木
の
世
話
を
す
る

・主な難民キャンプ

－９－

体し建築資材を売却してしまった。

家庭菜園

1987年４月の雨期の直後，１３３家族が家

の周囲に家庭菜園を再開した。また，４０家族

がグループを構成し，難民キャンプの周囲に

農場を作った。われわれの指導が難民たちの

中に定着したためであろう。

建設・

病院や宿舎の建設・修理とともに，小学校

の建設のために資材の一部を供給した。

ｑ－
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これまでのこと

１９７５年春，インドシナ三国の相次ぐ政変

の後，最も早い時期に隣国のタイへと難民を

出したのがラオスであった。ＪＶＣも１９８０年

の発足当時から様々な場所で多彩なプロジェ

クトを通じてラオス難民と関って来た。

ａノンカーイキャンプ（ラオスの首都ヴィ

エンチャン周辺からの低地ラオス人を収容）

西欧のＮＧＯがやり残したような細かいプ

ロジェクト

ｂ・ウボンキャンプ（パクセー・サバナケッ

ト周辺の南部低地ラオス人）日本語指導・

織物・技術学校。石ケンエ場

ｃバーンヴィナイ／チェンコン／チェンカ

ム等のタイ北部のキャンプ（モン・ヤオ等

の山岳民族）トイレ設置・技術学校・伝統

医療

ｄ・パナニコムキャンプ（日本への定住が決

まった人々）日本語教育・日本での生活の

オリエンテーション

以上のような関わりを通して私共が常に希求

してきたことは，一時しのぎの協力でなく，

当然のことながら，’恒久的な問題解決に力を

貸すことである。しかし一次庇護国であるタ

イは難民の定住を許可せず，第三国への定住

も既に数年前から行きづまっている状況下で

は，自主帰還に希望を託す他に道がない。

幸いラオスはベトナム・カンプチアに比べ

て帰還が実施さｵTており（1980-193人，81-

540人，82-1069人，83-511人，84-149人

ＵＮＨＣＲ資料)，私たちの関心は1986年後半

頃から次第にラオス国内にＮＧＯとして入り，

帰還者が再定住するためのプロザェクトに活

動することへ移行していった。帰還プロジェ

クトがより効果的に行われ，成功することが

次の自主帰還に与える派及的効果，ラオス政

府の帰還者に対する待遇への国際的監視，外

国のＮＧＯが入ること自体が与えるタイ領キャ

ンプ内の帰還希望者への安心等に意義を見出

したわけである。

昨年６月３，４，５日の３日間にわたり，

ＵＮＤＰとラオＰＤＲ（人民民主共和国政府）

が首都ヴィエンチャンで開催する「ラオＰＤ

Ｒの開発に関する円卓会議」にＪＶＣが招かれ，

星野事務局長と担当の谷山博史が，国連関係

ラ
オ
ス

15団体の一員として参加した。７５年以降，首

都ヴィエンチャンで初めて西側諸国に向って

開かれた「開発」に関する会議という意味で

興味深い会議であったが，日本のＮＧＯを受

入れるラオス側の意志が確認された。

会議終了後ラオス婦人同盟（ＬＷＵ）より婦

人を対象としたプロジェクト要請があり，そ

の後谷山の再度の訪問（11月・２月）の結果，

プロジェクトの合意を得た。

生活改善指導員の養成

ＪＶＣはＬＷＵが建設するナショナルトレー

ニングセンターの前段階として小規模センタ

ーの建設（工費：41,242ＵＳドル）に協力し，

そこで行われる生活改善指導の諸プログラム

において，保育教育訓練にＪＶＣスタッフ前田

初江が当たる。

訓練の内容：

目的：婦人を対象に生活改善指導員を養成し

全国の特に地方の生活改善を図る

対象：全国の婦人

訓練期間：第１回－６カ月，第２回以降－１

カ月（以下プログラムの詳細はＴ/Ｅ７９号′

をご参照下さい）

さて冒頭に述べた通り，ＪＶＣがラオス国

内で最も希望する活動は「帰還民の再定住促

進」だが，現在までのところ，ラオス外務省

及びＵＮＨＣＲラオス事務所はJVCがこの活

動に参加することを好意的に受け止めている

ものの，内務省が「活動地が首都周辺でなく

地方の遠隔地であるため，日本人の専門家の

受け入れは時期尚早」としている。ＬＷＵとの

｢婦人を対象とした生活改善指導員の養成」

プロジェクトを通じて，ラオス内務省にも日

本のＮＧＯ一ＪＶＣに対する理解が深まり，次

の段階において帰還民再定住に関わる可能性

も生まれることを希望している。

Trial＆Error８１ －１０－



家庭訪問活動

現在，活動地は神奈川，東京，埼玉の１都

２県にまたがり，活動者はそれぞれ28人，６

人，４人の合計38人，対象人数は，１１９人，

17人，２７人の合計163人となっている。

活動内容は，日本語指導が中心であるが，

子供たちの進学をはじめとした教育問題も深

刻で，子供の勉強を見ることを専門にしている

ボランティアもいる。また，活動のなかには，

学校や自治会から配られて来るお知らせを解説

説したり，難民登録の延長や社会保険の手続

きを手伝うといった事，さらには病気の時に

病院まで付き添っていくといった事も含まれ

ている。

大和定住促進センター見学会

「定住難民プロジェクト」は，大和定住促進

センターなどの施設から社会に出た定住者の

アフターケアをしているわけだが，ボランテ

ィアから定住促進センターをぜひ１度見学し

たいとの要望が出され，９月５日に約20人で

定住センターを訪問した。

日本の難民受け入れ状況および大和定住促

進センターの役割に関する内藤所長のお話の

後，日本語の授業や保育室の見学，日本語を

実際に教えている先生のお話などがあり，多

くのボランティアにとって初めての経験に，

一様に勉強になったとの声が聞かれた。

今後も，定住難民プロジェクトに関わるに

あたって知っておいた方がいい施設の見学や

他団体への訪問などを行っていきたい。
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内
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今，日本社会は否応なしに国際化を迫られ

ている。それも，物や1情報の国際化だけでな

く人の国際化である。アジア人出稼ぎ労働者，

中国残留孤児，海外帰国子女，在日韓国朝鮮

人，そしてインドシナ難民。彼らが日本社会

で直面する問題は，いずれも同じ根を持つ。

彼らを受け入れる日本社会が，余りに閉鎖的

排他的であるために，彼らは隣人として心安

く暮らしていくことができない。私たちは，

定住難民に関わりながら，このような日本社

会をもっと開かれた社会にする努力をしてい

きたいと思う。

アジア市民フォーラム

市民による海外協力のあり方をめぐって，

３月19～21日に神奈川県小田原市で，日本全

国の市民グループが集まってアジアからも参

加者を招き国際会議を開催した。このフォー

ラムでは，定住難民も重要なテーマの１つと

して位置づけられ，ＪＶＣはCYR(幼い難民を

考える会)，ＳＶＡ(曹洞宗ボランティア会）と

協力して定住難民分科会を運営した。

フォーラムでは，定住難民問題への取り組

みを①地域，②ＮＧＯ，③定住者自身の３つ

に分けて，各々事例報告を交えて今後の方向

性を探った。

また，準備段階から定住難民に関わるグル

ープ同士の横の連絡が必要なことが指摘され，

１月31日にはフォーラム定住難民分科会を準

備しているJVCなどの呼び掛けで,相模原市に

14団体から28人の参加者が集まり，各グルー

プの紹介の後定住難民を取り巻く問題点につ

いての意見交換が行われた。今後もこのよう

な定住難民に関わる市民グループ同士のネッ

トワークづくりをしていきたい。

学習会

ボランティアの多くは，主婦や学生，退職

された会社員など，いずれも日本語を人に

教えるのは初めての人がほとんどで，また

生活保護や難民登録などの専門知識を持ち合

わせている人はまれである。そのようなボラ

ンティアの人が定住者と関わっていくなかで

直面する問題に対し，専門家からアドバイス

をしてもらったりいっしょに考えていくため

に学習会を開催している。学習会のコーディ

ネーターは弁護士の佐藤安信氏で，「日本で

の暮しの手引」をテキストに，労働，住宅，

法律，福祉などのテーマで行っている。また，

テーマによっては専門家を招いている。講師

として，労働問題には坂本早苗さん（労働基

準監督官)，福祉問題には黒川京子さん（ケー

スワーカー）をお招きした。

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ８１
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アジア市民フォーラム（後述）への参加希

望者の多さには正直なところ驚かされた。い

ま，海外協力に関心を持つ市民は確実に増え

ている。ただ情報が余りに少なすぎる。ＪＶＣ

は日本でも数少ない海外に現場を持ったＮＧ

Ｏとして，その経験と実績を広く日本の市民

に訴え情報を提供していく必要がある。但し，

その場合ただ声高に叫ぶだけではなく，チャ

リティーウォークのように楽しみながら南の

国の状況を知ってもらうようなイベントも組

み合わせていく方がよいだろう。

ＪＶＣ神奈川のオフィスにも少しずつボラン

ティアが集まるようになってきた。ひとり寂

しく仕事をするよりも，大勢でわいわいやり

ながらの方がアイデアもいろいろ出るし，第

一楽しい１会員の皆さん，どうぞ気軽に遊

びにきて下さい。

ＷａｉＷａｉトーキング

ＪＶＣの現場から帰ってきたスタッフによる，

小さな報告会を何度か行った。この報告会は，

後述の「アジア市民フォーラム」のプレ企画

の一部として「Wai・Waiトーキング」と呼

び，ＪＶＣ関係では以下の通り計４回開催した。

①７月14日「ソマリアからの報告」

嶋紀昌

②９月１７日「タイパナニコム･キャンプ

の日本語学校」石原淑子

③10月２日「ソマリア難民キャンプから

の報告」浜野敏子

④10月９日「タイ国境の難民は今有効な

援助のあり方」金子一弘

日
本
国
内

アジア市民フォーラム（３月１９日～21日）

市民による海外協力をいかに進め，同時に

ＮＧＯをいかに活性化させるかを目的に小田

原市「市民とアジアをむすぶ国際フォーラム」

(略称アジア市民フォーラム）が開催された。

フォーラム当日には，海外からの５名のゲ

ストや在日の外国人を含め，当初の定員をは

るかに越える５００人の参加者があり活発な議

論が行われた。

このフォーラムは，開催の１年以上前から

ＮＧＯや神奈川の市民からなる実行委員会に

よって準備が進められた。従来，国際会議と

いうと数人の報告者の演説を一般参加者はた

だ聞くだけであったが，今回は参加者一人ひ

とりが充分に話し合えるようにと分料会中心

のプログラムを組んだ。分料会のテーマには，

農村開発，医療協力，国内定住難民，アジア

人で稼ぎ労働者，熱帯林，地域からの国際化

など15の異なった分野から設定した。

このフォーラムに，ＪＶＣは最初から中心

的に参加した。事務局スタッフに山口が庶務，

海外ゲスト対応の責任者として参加すると同

時に定住難民分科会のコーディネートをした。

また星野事務局長がフォーラム実行委員会委

員長を務めた。

－トルのコースを家族連れや車椅子の人を含

め約300人の人々が歩いた。実行委員会に寄

せられた寄付金は，最終的に2,013,749円に

なりＪＶＣに贈呈された。

その他

・７月25,26日「海老名青年の祭典」に参加

・８月８～11日「ピーストレインかながわ」

にスタッフとして参加

・１０月６日「環境教育研究会」設立に参加

・10月１８日「ＷｅｌｏｖｅＡｓｉａチャリティコン

サート」に協力

・１２月８～21日「タイの障害児の絵画展」に

協力

・１２月20日「Let'ｓｔｒｙポランテイア」の海

外協力分科会のコーディネーターとして参

加

・１月19日「木幡律子チャリティーコンサー

ト」主催

チャリティウォークかながわ（11月１日）

「歩く」という行為を通して，アジア・アフ

リカの苦境にある人々と連帯することを目的

に，チャリティーウォークが横浜で行われた。

チャリティーウォークとは，参加者が事前に

スポンサーと１区間歩くごとに幾らというよ

うに約束しておき，ウォーク終了後実際に歩

いた距離にしたがってスポンサーから寄付を

集めるというイベントである。スポンサーに

趣旨を理解してもらう行為が第三世界への関

心を広げることになる。

当日は，横浜市内の公園を結ぶ約９キロメ

Ｔｒｉａｌ＆ＥＴＴｏｒ８１
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東金農場に興味のある人は，東京事務所に

連絡をいただくか，東金に直接連絡をされ事

前に予約を取って訪ねてください。農業で生

きようと頑張っていますので，その人たちを

利用するのではなく，支えるよう皆で心して

ゆきたいと思います。

地域に根づくことの難しさ

ＪＶＣの標語のひとつに「深く地域に根ざし，

広く世界に結ぶ」という言葉がある。ＪＶＣは

その発生の経過や現在の活動内容の性格から

いって，この言葉の後半にある「広く世界に

結ぶ」方の役割を中心課題にしているのであ

って，「深く地域に根ざす｣運動については十

分配慮することが出来なかった。たしかに海

外の現場においては，エチオピアの村やタイ

のスラムなど，地域の人たちと日夜行動を共

にし，地域に入りこむべく，最大の努力をし

ている。しかし日本の地域については，ＪＶＣ

が東京に位置し，いってみればI情報と物質の

線上に浮遊する根なし草的状況にあるためで

あろうか，いずれの地域にも深く入ることが

出来なかった。

そこで昨年1987年はじめより，ＪＶＣ神奈

川事務所の開設と平行して，千葉県東金市に

｢ＪＶＣ農場」を開いた。地元の人々の積極的

な協力をうけて魅力的な一軒の農家と，１．７

ヘクタールの田畑や梅林などの耕地を借りた。

まず，地域で「自活する事上ものの広域的

な流れにそって自分たちの生命を維持するの

ではなく，ある特定な土地から得られる食べ

物によって生きてみようと，ＪＶＣのメンバー

３人が住み込んだ。初夏の田植えや畑の開墾

など順調な滑り出しの後，地域の人たちとも

交流を深め，逆に地域の人たちを地域外に連

れ出し，海外との結び付きをも確立したいと

考えていた。しかし農業で生活してゆく難し

さからだろうか，肉体労働の厳しさからであ

ろうか，あるいは農業技術をあまりにも知ら

なさ過ぎたからであろうか，秋の稲の刈り入

れも終り，いちおうの収穫を得た年の暮に，

参加した中心メンバー３人のうち２人が農業

－１３－
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今年の東金農場

しかし，決してあきらめたわけではない。

今年もオリジナル・メンバーであった３人の

うちの１人である松岡美奈子さんが，引き続

き同じ農家に住み活動を続けている。松岡さ

ん自身の考え方から，昨年度以上に地域の人

々と密接な関係をもって生活している。地域

の人たちと海外との結びつきについては，東

金市の人々が自ら企画し，東京事務所がそれ

に協力してゆくという態勢をとっている。

海老名青年の祭典のバザーに参加

を続けてゆく事は出来ないと表明した。

「農業で生活する」ことによって，「地域に

根ざそう」とする試みは，ひとまず失敗した。

都会人集団の夢のかち過ぎた計画であったと

非難されても仕方が無い。しかし決して不可

能な計画ではない。今回の場合，農業技術の

未熟さから借入れた田畑面積が大きすぎたこ

とや，このプロジェクトに参加したメンバー

の長期的心構えが無かったことなどが挫折の

原因と考えられる。

この間，東金の人々の暖かい御支援や，ま

た地域外からこの東金農場の趣旨に賛同され

協力をいただいた方々に心から感謝したい。

JVC東金農場は基本的には，もう一度態勢を

建て直して再度アタックするまで，しばらく

お休みである。

稲刈には大ぜいの応援団がかけつけた

Trial＆Error８１
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第６回ＪＶＣ会員総会 ６月１２日文京区民センター

ＪＶＣの基本方針を作ろう

第６回ＪＶＣ会員総会が６月１２日（日）文京区民セン

ターで行われた。雨のため午前中の出足は悪かった

が，午後からは新旧の会員がつめかけ，総会は例年

にない盛り上がりを見せた。

海外のプロジェクトは短期の救援活動からより長

期なもの，開発的なものに移行しつつある。限られ

た資金のなかでＪＶＣは今後どのようなプロジェクト

を選びとっていくのか，その指針となる基本方針を

話し合うため，拡大執行委員会を行うことが合意さ

れた。

分科会(10:00～12:00AM）
当初はタイ，インドシナ，アフリカ（エチオピア

・ソマリア)，国内と４地域に分かれ活動の現状につ

いて話す予定であったが，人数が集まらなかったの

で急拠全体ミーティングに変更となった。「どうし

て第三世界に関心があるのか｣，「なぜＪＶＣに関わっ

たのか」ふだんはあまり話す機会のない会員同士が

知り合ういい機会となった。

総会(1:30～4:3OPM）
「コミュニケーション不足にならないように議論

を深めたい」という岩崎代表の挨拶の後，総会議長

として執行委員でもある岡本厚さんが選ばれた。

次に会員状況について事務局の加藤から５月末日

現在で758人の会員がいることが報告された。昨年

度よりも41人少ないが，これは前回の総会で「１年

以上会費を滞納している人は退会とみなす」ことが

確認されたためで，会費収入は昨年よりも増えてい

る。

87年度活動報告一鴇田三芳

Ｊｖｃは海外において主に２つの活動を行っている。

１つは緊急救援及び短期の活動。もう１つは開発も

しくは長期の活動である。その比重がここ１～２年

変わりつつある。財政面から見ると，1985年度の開

発関係の支出は28％だったのに，８７年度は62％にな

った。この流れはかなり必然的なものだ。エチオピ

アの場合緊急救援で入ったが，１年後現在のプロジ

ェクトを選びとった。

また87年度の特徴として国内活動に力点を置いた

ことがいえる。横浜にJvc神奈川のオフィスを設け

たこと，東金農場による地域の人々との交流，小田

原で行われたアジア市民フォーラムへの参加などで

ある。「ＪＶＣアジバール病院｣，「ＮＧＯが見たカンプチ

ア」などの出版も国内の人々への働きかけといえる。

決算報告一加藤志保

エチオピア緊急救援のため事業指定寄付が増えた。

エチオピアに関しては，新たに犬養道子みどり一本

運動の支援を得ることができた。寄付金の20％を運

営費に回させていただいているが，それを事業費の

繰越金からその他の項目に入れた。なお支出は予算

どおりである。

く質疑応答＞

石森豊東金農場の収支決算はどこに含まれてい

るのか。

－東金農場にはソマリアの農業にかかわる研修実験

農場の性質をもって開設したので，予算もソマリア

の農業プロジェクトの試験研究費というところに含

めて計上した。（加藤）

石森豊東金農場の目的は農業による自給と地

域の国際化をはかるということだったと思うのでこ

れは別会計にした方がよいのではないか。

－御指摘のとおりである。東金農場支援のための
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収入は皆無に近く，収支を独立して扱うことができ

なかった。しかし方針としては別立てにした方がよ

いと思う。（星野）

村田広平資料にはないが，アフガン難民の治療を

どういういきさつで日本で行ったのかお聞きしたい。

－これはＪＶＣが組織的にかかわったのではなく，

私がジュネーブのＵＮＤＲＯの会議に出席したところ，

IＣＭから頼まれたもの。個人的に国際医療学会や城

西病院と連絡をとった結果，日本国際親善厚生財団

が引き受けた。現在アフガン難民の子供が城西病院

で手術を受け成功している。海外で実動している日

本のＮＧＯが国際会議にでかけることはあまりない

ので，たまにJVCが行くと何でも頼まれてしまう傾

向がある。（星野）

永岡宏昌表の見方について教えてほしい。人件費

が事業費とプロジェクト管理費の両方に分かれてい

るが，それはどうしてか。

－プロジェクトに直接関わる，農業技術者や看護

婦などの人件費は事業費に入れている。しかしパナ

ニコムのように１人のスタッフが日本語を教えたり，

渉外・管理を行う場合はプロジェクト管理費に入れ

た。（加藤）

議長次回からは決算報告ができるだけ早めに出て

いることと，表の見方についての注意書きなどを書

くことをお願いしたい。

以上の討議の後，８７年度の活動報告・決算報告は

満場一致で承認された。

活動方針案一林達雄

ＪＶＣは個々の意志の集合体として動いているので

“これがＪＶＣ''というものがない。それぞれのプロ

ジェクトがどういう意味を持つのか，客観的に評価

しあわなければならない時点に来ている。それで私

なりにＪＶＣの活動方針について述べてみたい。

ＪＶＣの活動は難民への緊急救援のプログラムから

始まったが，しだいにそのような状況が起こること

を予測し，予防することを学んできた。そしてより

本質的な問題解決の糸口となるようなプロジェクト

をめざすようになった。そこで私は今年度はエチオ

ピアとカンプチアに力を入れることを提案したい。

エチオピアの場合，これまで女性たちは虐げられ

てきたが，ＪＶＣが生活改善指導するなかで自分たち

の言葉で語るようになり，自ら生活改善を始めた。

本来は生態系の回復が目的だが，そのためにはコミ

ュニティが強くならなけ,ればならないし，個人が力

をつけなければならない。個人を強くしたという点

でこのプロジェクトは評価できる。

カンプチアは国際社会から孤立し，ＪＶＣはカンプ

チアと日本をつなぐ唯一のパイプになっている。

ＪＶＣがこの活動に取組んだのもインドシナ難民問題

の１つの解決策として選んだからだ。カンプチアの

人々の側に立ち，国際政治のなかでもどういう平和

的解決があるのかを訴えている。そういう意味でも

非常に評価できる。

このようにプロジェクトは短期的なものからより

長期なものに移行しているが，財政は短期的プロジ

ェクトから得たものに負うところが大きい。このま

までは長期的プロジェクトを維持できない。日本の

人たちに我々がやっていることの意味を伝えていか

なければならない。今年はどういう形でプロジェク

トを評価し，選んでいくのか討議する年にしたいと

思っている。私の提案に対して皆さんの積極的な意

見や反論を求めたい。

８８年度活動計画

タイ・難民キャンプ－古西勇

タイ政府はカオイダン・キャンプの閉鎖を決定し

たが具体的な日程は決まっていない。第三国へ行け

る人は行き，そうでない人は国境のサイト２の南に

移されるのではないか。ＪＶＣの活動内容はカオイダ

ンもパナニコムも難民がいる限り変わらない。

タイ地域開発－岩崎美佐子

これまでスラムの活動は教育中心だったが,ＮＧＯ

のまったく入っていないスラムに入り，どういう問

題があり，どういう解決法があるのかスラム住民と

ともに考えてゆきたい。

カンプチアー古西勇

井戸掘に関して昨年までは資金援助しかしてこな

かったが，今年からＪＶＣも積極的に関わる。技術学

校／ワークショップ及びＲＩＮＥプログラムもこれか

ら本格的活動に入る。

ソマリアー鴇田三芳

援助から脱しようとする難民たちにこれからも積

極的に支援していく。ルーク以外の地域でもグルー

プ・ファーミング（共同農場）を計画している。

エチオピアー林達雄

昨年から行っている緊急救援は，干ばつの状況し

だいでプロジェクトを継続するか打ち切るか決まる。

自然破壊は社会的な原因の方がより深いことを認識

した。そこで今後は教育的側面に力を入れる。

－１５－
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ラオスー星野昌子

ＪＶＣは一貫としてラオス難民に関ってきた。所期

の目標どおり，帰還難民が定着するためのう｡ロジェ

クトをやりたかったが，内務省の許可が降りず，ま

ずラオス側から要請のあった婦人生活指導員養成ﾌ。

ロジェクトヘの協力から始めることになった。

国内活動一山口誠史

定住難民プロジェクトに関しては難民(ラオス人）

による電話相談を行う。また活動のノウハウを蓄積

し共有化するためハンドブックを作成している。

ＪＶＣ神奈川ではすでにエチオピア．キャンペーン

を実施し，その一環としてスタディツアーを行う。

予算説明－加藤志保

ＷＦＰとの契約において行われていたノンチャンの

補助給食を閉じたので，それに伴い補助金収入が減

った。そのかわり本格的な活動が始まったカンフ｡チア

やラオスの新プロジェクトが加わり予算は昨年と同

規模である。

＜質疑応答＞

秋山忠正エチオピアのような強権政府の下で活動

するのはザルで水をすくうようなものだという論調

がある。そのような意見に対する我々の考えをきち

んとしておいた方がよい。岩崎さんや林さんはどん

なふうに考えておられるか。

－エチオピアの状況には問題があるが，身近なと

ころから自分を問い直すことの延長線上に改善があ

る。そういうことから自分たちの仕事に関しては自

信がある。しかし活動を検証することは必要だ｡(岩

崎）

秋山忠正私は全てのエチオピア人を救うなどと大

それたことは考えていない。現政府が何であろうと

コレブ地区の３万人が助かれば我々の使命は果たせ

ると割りきっている。

竹内俊之さきほど林さんがＪｖｃのプロジェクトを

どうやって選んでいくかということをこれから討論

していきたいとおっしゃったが，一般の会員をまき

こんで議論の場を設けるというような具体的に案は

あるのか。

－まだ執行委員会や事務局内部で話をするという

段階で，具体的な計画はない。（林）

竹内俊之一般論としては議論を深めたいとおっし

ゃって，具体的には何もないとなるとちょっと混乱

してしまう。

－Ｔ/Ｅの誌上を通して皆さんの意見を聞こうとい

うことになっているので，執行委員会などの内部に

とどめておこうというのではない。（林）

石森豊具体的にどうするかが大切だ。スタッフ

以外の者が話し合いに参加できる場を設けていただ

けないか。私たちは国内運動を盛り上げるために

｢井戸端会議」というグループを作った。できるだ

け事務局とやっていきたいのだが。

－日本人は徹底的に討論するが「がんばってね｣で

終ってしまう。らっきょうの外の皮が内側に向かっ

て「どう考えているのか」と向かうのではなくて同

じ立場で考えたい。やりたいという前提があって参

加しなければ本物ではない。今度カレンダーを作っ

たが，それの販売など必要とされる仕事は数多くあ

る。（岩崎）

議長長期化するプロジェクトを国内で支えていく

体制をどうやって作っていくかという点については，

執行委員会などで議論をつめていく。そのなかにカ

レンダーの問題や，財源，国内へのフィードバック，

それを支える人的体制も出てくるのではないか。

室靖ここで提案だが，執行委員でない人も参加

できる拡大執行委員会を開いてＪＶＣの基本的な問題

について再検討したらどうか。

－今後のJVCの取り組みについて執行委員会で話

し合い，それから機関誌に載せることになっている

が，それは基本的原則で長期的色彩が強い。具体的

ですぐにというのなら，拡大執行委員会で討議する

というのは大変いい提案だ。（岩崎）

議長それでは執行委員会でその拡大執行委員会の

日時，場所を検討し，改めて機関誌に載せてはいか

がか。

．以上の議長の提案は満場一致で承認され，８８年度

活動計画，予算案も承認を得た。

ひき続き役員の選任に移り，留学などの理由によ

り辞意を表明していた佐藤安信さんと丹羽秀夫さん

に変わり，武田昌邦さんと鷲津邦男さんが監査委員

に選ばれた。
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ノンチャン

補助給食ブﾛジｪｸﾄ撤退をめぐる経過と意見

ＪＶＣは88年の３月をもってノンチャンの補助給食

プログラムから撤退した（T/Ｅ77号)。そこに至る

までにはさまざまな意見がとびかい，かなりの粁与

曲折があった。

まず，否定的な意見があった。「緊急救援が終っ

たのだから補助給食は見なおすべきである」「西側

の援助が大量に国境に注がれる一方でカンプチア国

内はまったく無視されている。国内はいつまでも復

興がままならず，キャンプがあることで彼らをひき

つけているのではないか」「難民を出さないために

もＪＶＣの力をカンプチア国内に向けた方がいい」

｢漫性的に活動を続けることに意味があるのだろう

か」「援助のための援助はするべきではない，Ｊｖｃ

が引くことで現状へのインパクトを与えることがで

きる｣。一方継続に賛成する意見もあった。「援助と

は劇的なものでなく日々の仕事をくり返すことにあ

る。それが難民のためになるのなら続けるべきだ」

｢私たちがいることで彼らの支えになっている。誰か

がやらなければならないことならJVCがやった方が

いい」「カンプチア人と友だちになれた。やめたくな

実現されなかったＵＮＢＲＯ

の申し出

ＪＶＣタイ代表

ポンビモンチャイフーン

ＪＶＣの補助給食プロジェクトが最初にその活動を

タイ。カンプチア国境で始めたのは，ウボン・ラー

チャタニー県のナムコンで，1983年の２月からであ

る。その後1984年１月より今日に至るまで，この活

動はノンチャン（サイト２）に移され，５年におよ

び行われてきた。妊産婦，３歳以下の幼児，そして栄

い」「将来難民の自主帰還が行われるまで活動を続

けるべきだ。それが難民救援ではないのか」

このプロジェクトがＪＶＣ全体で見直されるきっか

けとなったのは，サイト２北部の補助給食をJVCが

単独でやらないかというＵＮＢＲＯ（国連国境救援

機関）の提案が出されてからだ。そうすることで，

いくつかのＮＧＯが同じ区域で同じプロジェクトを張

り合って行うというおかしなことが改善すると思わ

れた。結局その提案は以下に述べられた経過をたど

り実現しなかったが，それを契機としてこのプロジ

ェクトに対しＪＶＣはどう取り組むのか，考えざる

をえなくなった。東京でもタイでもなかなか意見は

まとまらなかった。何度も決定が覆えされた。その

間にタイ人のスタッフは他団体に移り，人材の補充

がきかず結果的にＪＶＣは引かざるを得なくなった。

ＪＶＣは何年間もこのプロジェクトに関わってきた

が，根本的な問いかけがないままにプロジェクトを

続けてきてしまった。真の解決はどこにあるのか。

以下の４人の文章は，遅ればせながらこのプロジェ

クトとＪＶＣの決定に関する意見と感想である。

養不良の人々を含む難民の健康増進を計る目的のた

めに補助給食を提供してきた。このプロジェクトで

は日常生活に応用できる保健教育や病気予防の知識

を難民に伝えることも行った。なおこのプロジェク

トの資金はＷＦＰ（世界食糧計画）とＵＮＢＲＯ（国連

国境救援機関）によるものである。

ＪＶＣ以外でもサイト２において他の民間２団体が

同様のプログラムを行い，活動地域を分割したり，

受給者の数を分けあっていた。これらの団体は資金

の出所が同じであるにもかかわらず，独立してプロ

グラムを扱っていた。

同一地域に３団体が活動するということは，難民

にとって最高の利益をもたらすものであるべきだが，

事実は難民の間に混乱と３団体の比較を作り上げて
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しまった。その上統一が乱れバラバラになってしま

ったので，Ｊｖｃはこの状況を改善することを望んで

いた。

ＪＶＣの希望が実現しそうになったのは，１９８７年

６月上旬，ＵＮＢＲＯから北部サイト２での補助給食

を単独でやらないかともちかけられた時である。こ

の申し出は１地域には１団体で統一するというＪＶＣ

の目標に沿うものであり，満足の行くものだったの

で喜んで受けたいところであった。

JVCはWFP/UNBROがどのＮＧＯにその任を任

せてもその申し出を受け入れるつもりだった。どの

ような形にせよできるだけの支援はするつもりだっ

たが，それは私たちの目的が最も有益なものを貧し

い人々に提供するという点にあるからだ。しかしW

FP/UNBROの提案は資金と活動両面への支援削減

という理由から，他の２団体にとって喜ばしいもの

とはいえなかった。この決定に反対する争いが１９８７

年の終りになるまで何度も起こった。その間利益を

失う他団体よりＪＶＣは圧力をかけられ，そして最終

的には私の考えの及ばない多くの理由において，Ｊ

ＶＣへの申し出はとりやめになり，何の変更ももたら

されなかった。

事は変わりＪｖｃはプ。ジェクトを終了する申請を

したが，これはＪＶＣの活動の立脚点が自分の利益

を度外視して難民を援助するところにあるのだと表

明するためであった。ＪＶＣは名声のための活動で他

団体と競争するつもりはなかった。このような理由

からＪＶＣは自分たちの立場を訴え，他の２団体に

も彼らの考え方を表明するように勧めた。さらにＪ

ＶＣは，終着点である難民の自主帰還や再定住プロ

グラムなど，もっと広い視点での活動に意味を見い出

配給カードをもらう妊婦たち

していた。

以上の理由によって私はこのプロジェクトの終了

を1987年11月のJVCタイの総会において支持した。

しかし心の奥底では，このプロジェクトを行うこと

でわれわれに希望を託すしかやり場のない難民に，多

大な貢献をしているということもわかっている。私

が唯一願うのは，他の団体もＪＶＣが行ったように実

り多く価値ある活動をもたらしてくれたらという事

である。

補助給食プロジェクトへの

疑問とＪＶＣの選択

元補助給食プロジェクト・コーテイネーター

テリースカオエッティ

ＪＶＣは私と同様１９８０年に，東南アジアからの難

民のために活動を始めた。この頃世界は難民の状況

に衝撃を受けていた。これらの人々の基本的ニーズ

は非常に明白で，援助はわかりきった返答であるよ

うに思えた。たくさんのボランティアが姿を見せ，

無数の寄付者による多額の援助が集った。２，３年

の内に急を告げる非常事態は終ったが，いまわしい

難民キャンプが50万人近い人々の家となった。

私はタイ・カンプチア国境での残虐行為について

や，アメリカや中国をはじめとする他のアジアと西

側諸国が，いかに不正行為に貢献しているかを何ペ

ージにもわたって述べることができるが，しかしそ

れは皆さんの今後の学習のためにとっておく方がい
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いと思う。ここでは最良と思われる援助のための努

力と，これに応えてＪＶＣが下した決定に対して述べ

てみたいと思う。

プロジェクトの見直し

ＪＶＣは，補助給食を妊産婦，３歳以下の子供，

そして栄養不良の人々に提供してきた。私がこのＪ

ＶＣプロジェクトに参加したのが1985年の10月で，

アメリカとタイ国において，いくつかの難民救援団

体で活動した後のことである。現場にいて人々の間

に入っていったり，この世界の“持てる者”と“持

たざる者'，の間に広がりつつあるギャップを自分が

埋めていると感じることは，非常に奮い立たせ，や

りがいのある仕事であった。不幸なことに年月が

たち，私は私自身と救援団体が本当は何をしている

のかと疑問を持ち始めた。

１９８６年の終り頃にＮＧＯとＵＮＢＲＯ（国連国境救

援機関）の職員が補助給食プログラムの継続的必要

性に疑問を呈し始めた。補助給食は緊急事態の間，

弱っている人々が栄養不良を克服するために用意さ

れたものである。しかし，いつ緊急事態が終るのだ

ろうか。いつ私たちは人々の間に自立を促し，無力

な難民という恥ずべき立場を軽減できるのだろうか。

１９８７年の初めにはすべての家族を含めた基本的

食糧を増やすという案が出された。補助給食は段階

的に減らし，最終的には栄養不良と確認されたもの

と，食事療法が必要な者のみとするものである（現

行のシステムでは，身長１１０ｃｍの女性を数え，彼

女たちの配給量に２．７５を掛けたものが家族の食糧と

なる）。このやり方は，すべての家族に十分な食糧

配給量をもたらし，家族が必要とする栄養を決定す

る責任を彼らに帰した。またこのやり方は“女と子

供を一番多くかかえる者＝もっとも食糧の多い家族”

という等式を終らせることができる。

何回も話し合いがもたれた後，基本的食糧の増量

(量的にも質的にも），すべての人々への均等な配給，

そして現行システムを改善するための補助給食の段

階的削減などが全員一致で合意された。また，もう

一つの合意事項として，補助給食の段階的削減は徐

々に行われなければならないということがある。基

本的食糧が改善される一方で，補助給食は従来どお

り妊産婦と栄養不良の人たちに与えられるが，それ

に対し，給食を受けられる幼児の年令資格を，１９８８

年には２歳以下，１９８９年には１歳以下にすること

が提案された。これらの変更は原則として同意され

ているが，実際にどういうやり方で施行するかとな

ると合意できていない。

誰のための援助か

現在３つのＮＧＯは同一の補助給食を同一キャン

プ（サイト２）で行っている。その１つがＪＶＣで

ある。同じキャンプ内で３団体が独立して独自の補

助給食を行う必要があったことは一度もなく，もし

受給者の数が減ればよりそうである。

このような理由から１９８７年６月に，ＵＮＢＲＯか

らサイト２の北半分の補助給食をJVCが行わないか

という申し出がなされた。ＪＶＣのスタッフ（難民も

含む）は，上記の提案を支持し，この誘いを受ける

ことに同意した。しかし，これは他の２団体のプロ

ジェクトとスタッフの削減を意味した。したがって

この案は歓迎されず，実際は強硬に反対された。

1987年の終わりになっても，変更が望ましいとい

う事実を無視し，２つのＮＧＯは自分たちの存在を

主張し続けた。どのＮＧＯも自分たちの活動がこれ

以上必要ではないとか，適当ではないと認める気持

はなかった。

これは８年以上も前の緊急時に施行されたプログ

ラムが基準になってしまっているということなのだ

ろうか。それゆえ，私自身前にも増して，他団体に

“ここでわれわれは何をやっているのか？そして

誰のために？”と尋ねる時だった。

1987年12月，JVCは(私の全面的支持とともに)，

より公正で自主的な食料配給を行うことで，タイ・

カンプチア国境でワナに陥っている人々がよりまし

な生活を送るために，その地での補助給食活動から

撤退することにした。これは，われわれが悲劇的か

つ沈滞する難民の状態に背を向ける決定をしたとい

う意味ではなく，どちらかというと，現状への適切

な変更を考慮したということである。ＪＶＣは緊急救

援の段階で，弱い傷つきやすい者に奉仕するという

その目的は達成し，今は彼ら自身の手に生活の責任

をもどす働きをしている。最終目標は援助ではなく，

平和的な本国帰還を確実にすることである。

ＪＶＣは今でも技術学校をカオイダン･キャンプ(タ

イ・カンプチア国境沿い）に，またいくつかのプロ

ジェクトをカンプチア国内に持っている。ＪＶＣはタ

イ。カンプチア国境の救援や将来の難民帰還の援助

が必要なことは充分承知している。それらが実行さ

れるための適切な方法を見つけるよう前向きに考え

ているのだ。（1988年２月）
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継続を希望したが

栄養士

前野博美

「あなたは日本人だから，お金のことは考えなく

てもいいから，楽だね」

タイ人のスタッフに，そう言われ，複雑な心境に

なったことが何度かあった。どうしてこの活動に関

わるかと聞いたら，多くのタイ人が収入のためと答

えるだろう。では，自分はどうだろう？

東西問題や，国家間の複雑な利害関係の中で，そ

の犠牲者である難民達と関わることは，私としては

日本ではつかめなかった自分の有在意義が探せるよ

うな気がしていた。何だ，ということは，えらそう

なことを思っても，私も自分のためではないか。今

さら，きれいな言葉を並べても仕方がない。私だっ

て自分を救うために，ＪＶＣの活動をしてきたのでは

ないか。

緊急時に設けられる補助給食が，何年も経た現在

あの狭い場所に，３団体が同じことをしているとい

うのは合理的ではない。基本配給の増加に伴い，補

助給食の対象者は減少しているのだから，なおさら

である。

しかし，活動を継続していくことは，国境側のク

メール人と，直接関わっていくことができる。撤退

することの意義，継続することの意義…。どちらの

側面で考慮すればいいのか。現地でミーティングが

行われた時，私は続けた方がいいという意見だった。

しかし，それは正直に言って，前述の２つの面を主

に考えたのではなく，私個人がもう少し関わってい

たかったからである。

結局，ＪＶＣの活動は終了したが，まだもう少し

続けたかったと今でも思っている。が，とにかく，

現在とても情なく思っていることは，継続すること

の意義を，撤退する意義以上に，強く打ち出してい

ける基盤が私に無かったことだ。クメール人と友達

になれた，楽しくやっていけたぐらいでは，惰性的，

マンネリと言われても仕方がない。そこから発展さ

せて，組織の中の自分，難民の中の自分，個人とし

ての自分という違った側面から価値観なり，意義な

りを，見付けていく努力を怠っていたのだ。

「翼があれば，好きな所へ飛んでいけるのになあ」

と，笑いながらつぶやいた人たち。ＪＶＣは国境から

撤退しても，今もあの人たちはあの狭い場所で暮ら

している。状況は変わらない。この一年間，私はた

だそういう人たちを見てきただけなのだろうか。

一年を通して学んだこと，いろんなことに対する

わだかまり，様々な疑問，どうしようもない後,侮，

情ない思い…それは，これから自分が生きていく上

でしばしば思いだされ，湧きおこってくるだろう。

私にとって本当の意味での活動は，むしろ終わりで

なく，始まりであるような予感がする。

撤退をかけてやらなければ

ならなかったこと

元補助給食ブロジエクト・スタッフ

会社員蓮尾慶治

国境における問題と改善策

タイ・カンプチア国境にいるカンプチア難民のほ

とんどは本国帰還を望んでいるが，そのためには多

くの障害があり，現時点ではほとんど不可能になっ

ている。キャンプを支配する三派ゲリラとタイ政府

が難民とゲリラを離すことを認めず，キャンプで援

助を行っているＵＮＢＲＯはそのような機能を有さな

いからである。

本国帰還を望む人のなかには，ベトナム軍がいな

くなり，カンプチア国内が平和で安定しなければ戻

りたくないというものも多い。しかし，現在の国内

状況でも戻れるなら戻っていく人もかなりいるだろ

う。そのような人々が本国へ戻れるようにするのに

は，まず彼らをゲリラから切り離し，本国帰還させ

る機能のあるUNHCRの保護下に置くことである。

また国境の難民キャンプの人々にとって最大の問

題は人権保護だが，タイ兵やクメールゲリラ兵から

加えられる暴力から人々を守るためにも，彼らをＵ

ＮＨＣＲの保護下に置き，国際的監視を行う必要があ

る。

最近になってから様々な問題点が改善されてきた。

キャンプ住民に対する人権侵害をひんぱんに引き起

こして問題になっていたタイ兵の質を向上させるこ

とを目的として，新たにDPPＵ(ＤisplacedPersons

ProtectionUnits）の設置が決定されたり，アンバ

ランスな食糧配給体制が変わり，全員に同じだけ食
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糧が行き渡るようになった。また，援助機関がキャ

ンプに立入ることを認あず，援助が軍隊でなく一般

人に届いているかどうかの監視ができなかったクメ

ール・ルージュ支配下のキャンプへの援助が取り止め

られた。これらはキャンプの現状が外部に知らされ

たことによって明らかにされ，圧力がタイ政府，Ｕ

ＮＢＲＯにかかってきたことによるものと見られる。

ＪＶＣの撤退に対する評価

このような状況下でJVCが国境から撤退すること

による影響は，さほどないと思われる。なぜならば，

状況は改善されつつあり，ＪＶＣはそのために何ら役

割を果していないからである。援助を減らすという

ことに関しては，その先鞭をつけたともいえるが，

必ずしも援助団体が１つ減ることが援助を減らすこ

とにつながるとはいえず，この点自体が状況改善の

ためのさほど重要なポイントにはならない。

むしろいくつかの悪影響の方が予想される。最大

の援助国である日本の唯一のＮＧＯとしての役割を

果たさなかった，カンプチア国内と国境の両側で援助

を行っている唯一のＮＧＯとして将来の来たるべき

本国帰還の際の橋渡し役など他団体ではより困難な

役割を果たせなくなる，ＪＶＣのカンプチア問題への取

組みがヘン・サムリン政権の支持との誤解を受けや

すい，Jvcが突然止めることによって援助対象者の

クメール人が困惑して不信感まで抱きかねない（Ｕ

ＮＢＲＯや他団体についても同様)，などである。

あまりメリットがないものになってしまったのは，

撤退の条件，撤退までのプロセスのまずさが原因と

なっている。

最初に撤退を表明するにいたった第１の理由は，

３団体で行われていたサイト２北部の補助給食を全

部ＪＶＣに任せるとＵＮＢＲＯがいったん決めたにもか

かわらず，プロジェクトを減らされる他団体の反対

により，結局現状維持となったことである。しかし，

補助給食を１つの団体が請負うことは，撤退をかけ

て実現させるほどのものとは思えない。

最終的にはこのような理由で撤退するという方針

は撤回したようだが，今度はスタッフがいなくなっ

てしまい続行できなくなってしまった。つまり撤退

を現状打開の最後の手段として使うどころか，単に

人材不足でプロジェクトを続けられないことになっ

てしまったのである。しかも国境での活動の是非に

ついて事前に真剣に討論された結果としてでなく撤

退してしまったことは．今までの活動自体を無意味

なものにしてしまうことである。

私としては，現状を打開し改善する最後の手段と

して撤退を表明することには賛成であった。ただ，

ＪＶＣが止めると言って状況が変わるはずがないので，

いわゆる背水の陣で撤退をかけて様々な活動を開始

するのが条件であった。

撤退を表明する主な目的はキャンプの人々の人権

保護である。この問題は，以前から関係者が憂慮し

ていたことであった。これが87年になり公式の場で

ようやく討議されるようになった。しかし，国際機

関，タイ政府，ＮＧＯによるCCSＤＰＴ会議でこの問

題を話し合った結果は，ＵＮＢＲＯの活動はこの問題

には関係ない，つまり何もできない，やらないと

いうことであった。この方針を変更させるにはＪＶ

Ｃの力ではまず不可能であろう。しかし，ＵＮＢＲＯ，

UNHCRそしてタイ政府への最大の援助国の１つで

ある日本政府を動かし，他国体と足並みそろえて動

けば，可能性はあるのではないだろうか。JVCが撤

退を表明しなくともそのような働きがけはできるだ

ろうが，撤退をかけた方が政府に強くアピールし，

それよりも今までそのような活動をしていなかった

ＪＶＣ自体に活動を開始させるきっかけを作るのに良

かった。

今後の取組み

結局ＪＶＣは撤退してしまったわけであるが，まだ

やるべきことで離れていてもできることがある。カ

ンプチァ問題への取組みとして最も重要なのは国内

再建であろう。しかし，国境の人々に対しても同時

に活動を続けるべきである。

今後の活動としては，国境の現状を日本に知らせ，

状況を改善するために日本政府を通してタイ政府や

国際機関に圧力をかけるよう働きかけるということ

である。カンプチア問題は非常に政治的である上，

日本の役割も大きいことから，国内と国境の両方か

らこの問題に直接深く関わっている唯一のＮＧＯとし

て，ＪｖＣは日本国内でのロビー活動を避けて通るわ

けにはいかない。ＪＶＣがやらねば，誰が中立的な立

場で，国内と国境の一般のクメール人の声を反映さ

せることができるのだろうか。

＊３月，４月とあいついでタイ・カンプチア国境を訪れた

ＲｏＩｏＪ(RefugeelnternationalJapan）のジル・ニルス

さんとＪＶＣボランティアのアイネス・バスカビルさんは，

｢JVCの決定は正しかった。他のＮＧＯも自分たちの活動を

見直す時期に来ているのではないか」と報告している。
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ＪＶＣがすすめる 100冊の本（２）
三
界
北
題

第
世
南
問

平和

人権

国際化

環境

問題

軍縮の政治学

なぜ世界の半分が飢えるのか

反核と第呈･世界

南から見た．批界

貧困の文化

南北問題

豊かな世界，貧しい世界

スラム民衆堆活誌

自立する第望世界と円本

虐殺はなぜ起きたか

現代の差別と偏見

世界人権宣言ってなに

暴力と平和

人種的差別と偏見

Ｈ本の段き方と平1甥題

､F和と人権

地域からの国際化

側界はＲ本をどう見ているか

Ｈ本をめぐる文化摩擦

自治体と国際交流

'1t界の申の口木の役習1１

日本語学級のｆどもたち

蝕まれる森林

収奪された地球

開発と環境

地球向需

緑の旨険

エビと日本人

沈みゆく箱舟

地球の未来を守るために

坂本義和

ス・・・ザン・ジョージ

伊藤成彦，非上ひさし，大江侭･乏郎

江[I朴郎，岡倉占志郎，鈴木正四

オスカー・ルイス

四川潤

チボール・メンデ

ホルヘ・アンソレーナ，仙従直了

ﾉ,Ｉｉｉ侃

小倉貞男

鈴木二郎

レア・レビン

坂本義和

新保満

岩波許賎編集部編

Ｈ本平和学会

チャドウィック・アルジャ．．

迂村明他

衛藤溶吉

長洲-．男，坂本漉和

朝日新聞社編・刊

小沢右作編

石弘之

H･グル･･ル

淡路剛久

ワールドウォッチ研究所

向後元彦

付井吉敬

ノ・・マン・マィァ・・ス

環境と開発に関するilt界委員会

岩波新詳

朝Ｌ１選評

岩波ブックレット

人ノ」書店

思索ネ;：

ＮＨＫブックス

ザイーマル出版会

Ｈｊ：石誉歴

：]本経営出版会

ＰＩＩＰ

新泉社

部落解放研究所

朝ｉ１選需

岩波新害

岩波害勝

竿大１．１版部

Ｒ本評論絶

Ｒ本評論祉

弘文堂

学陽書房

社会評論社

戟鷹新聞ネム：

東京創元ネ:．

i］本評論ネ．、

ダイヤモンドネ．：

岩波新普

岩波新害

岩波現代選害

福武書店



／石森豊さん

編集部のＭさんから話があって，今度のこの欄の

登場者が石森さんだと聞かされたとき，すぐ考えま

した。一番最後は「花嫁募集中」で終わるのかな…

…と。インタビューのため石森さんと会って，真っ

先に話したのがそのことです。

｢ね，よくやるみたいに，花嫁募集中ってやる？」

｢ウン，探しているんだから書いといてよ」

と話がまとまりました。終わりに書くのはあまり

にアリキタリなので，最初に書いてみました。

さて，その石森さんですが，１週間に２～３日は

JVCのオフィスに顔を出します。代表の岩崎さんを

除けば，若い学生や，専従のスタッフが多い男性陣

のなか，石森さんと私は，中年（といっても40歳前

ですが)，サラリーマン，ネクタイ姿という点で異

彩を放っています。同年代として，服飾メーカーに

勤めているサラリーマンの石森さんが，どんなきっ

かけで今のように活動的になったのか，私自身も興

味津々インタビューをしました。

●楽しくって遊ぶヒマがないよ

「いやあ，以前は会社と，飲み屋と，アパートの

３角形を歩いていたけれど，最近は飲み屋がJVCの

事務所みたいなところに変わっちゃって……。もち

ろん酒は飲んでいるけれどこういうところの人と

飲むのはおいしいし，第一安上がりだよ。以前はも

う少し高いところで飲んでいたけれど，いまほど楽

しくなかったよ」

と話す石森さんは本当に，いろんな会に顔を出し

ています。おもなところをあげると…。

(ボランティア登場４）

まず，ＪＶＣ。最近はバザーを復活させようと頑張

っています。以前は定住難民プロジェクトの機関誌

｢もしもしあのね」の編集をしたり，始まるまで待て

ないものう°ロジェクトのサッカー大会に参加したり

映写会の企画もしました。そのほか挙げていくと限

りがないという感じです。

サヘルの会。ご存じソマリアで大活躍した高橋

一馬さんがアフリカの砂漠化を防ごうとしている会。

世田谷区・障害の垣根をはずそう会。障害児と健

常児が交流する会とか。

そのほか．山谷問題，脱原発なんかにもかかわっ

ていますから，「遊ぶ」暇がないというのがよく分

かります。

●ボランティア活動を生活の一部に

「以前から，同じアパートにアメリカ人のボラン

ティア経験者が住んでいたり，海外協力隊を育てる

会に入っていたりして，興味はもっていたんだ。税

田さんの講演会を聞いて，阿佐ケ谷の事務所に行っ

たこともあるけど……。こんなに活発にやるように

なった直接のきっかけは，ＪＶＣのオフィスが今の御

茶ノ水に変わったことかな。それまではずいぶん遠

かったけど，いまは会社とアパートの中間みたいな

ものだから。

そのころ会社が面白くなかったこともあるけど，

こういう活動って，取り合えず楽しいんだよね。仕

事場は，自分を出す場所はほとんどないでしょう。

ＪＶＣにしても，他のところにしても，自分の意見と

いうものが言えて，それなりのリアクションがある

よね。それが嬉しいんだ」

と石森さん。パントマイムに挑戦したりして，自

分に対する見方も広がってきたとか。

「ボランティア活動を生活の一部にしたいんだ。

ある時期だけやるというんじゃなく，一生やって。

これからＪＶＣに来る人と，一緒に考えながらやっ

ていくプロジェクトをしたいと思うんだ。その活動

を通して自分の生活，日本人の生活を見直すきっか

けとなる……，そういったものをね」

これを読んでいるあなたも，石森さんと一緒に楽

しんでみませんか。社会人としてごく普通の生活を

しながら，細く長くでもＪＶＣに協力する，そんな人

がどんどん増えていくというのが，ぼくたち社会人

組の共通した願いなんです。もしそうなったら，

ＪＶＣも日本も変わる！と思いません？
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ＪＶＣプロジエクト

活動地名

東京本部

神奈川県

<ＪＶＣ神奈ﾉ1）

日本国内
一一一一

エチオピア

(ウォロ州）

活 動内容

渉外，事業計･童，資金調達，ボランティア調整，会,;'．，

総務，情相収集および広報等。

機関誌『トライアル。アンド・ニラー』発行。
ＪＶＣ説明会…毎月第』Ｈ曜口午後６時～９時

毎〃第３土曜:Ｉ午後１時～４時
学習会ノ］l1i;ｌ午後６時～９時

<希望者にはハガキにて連絡）

神奈Ⅱ:県内における渉外，事業計|血I，情報収集，資金

調達等を行う。

神奈川県および県内の市民団体との共同事業の企画，

運営。定住難民プ宮ジェクトの軍一ディネシ副ン。

ＪＶＣ説明会毎x第１火曜lｉ′T:後６時～９時

毎ﾉ』第２ｉ･晒日午後１時～４時

神奈jI1新聞社の協ﾉﾉで，神奈川県を串心にエチオピア
キャンペーンを行っている。新聞報道とあわせエチオ

ピア・スタディツアーの勧誘を行った．６月22円は，

ＪＶＣ執行委員の秋唯忠砿氏とエチオピア担当の林達

雄が諭演を括った。

●定住難民プロジェクト

６Ｘ１８;Ｊ「定住難民ボランティア・ハンドブック」（現

在製作中＞についてミーティングを開いた。このハン
ドブックは，今まで活動してきた人たちの経験やノウ

ハウを新しく参加するボランティアに伝えるために作

成している。９XHI:に完成の予定。

●東金農場

自給用の野菜を作っている。

東金で産直運動をしている“さかさま農園”や111武ボ

ランティア協会などと，毎月ｌ{:'1勉強会をｵj･っている。

●緊急食料援助（コレプを中心に〉

昨年の大雨期に統き，今年の小雨期<３～４ﾉj＞にも

雨が不足し，家畜のエサとなる牧草すら生えて来な
い:：すでに９ｶﾉ』間，人々はＪＶＣから配給される小

麦を妙って食べるのみである。今後も人々の生存の

ために食糧配給を継続する予定である。

●総合的復興促進

1．植林，上壌保全

昨年８月に山間部斜画や家の庭に植えた苗木は雨

不足にもかかわらず,７５％が枯れずに残り，７０ｃｍ

ぐらいに育っている。

2．母了保健・栄養
家庭菜園，離乳食等の訪問形式による指導が佳親

自身のJ皇で行われつつある。

3．給水

清潔な飲料水確保のため，泉の保護をしている。

匝了銀行，農業教室も弓.き続きfjっている。

－２５－

1988年６月２５日現在

揃資団体

全国社会福祉協

議会

ジャパン･タイムス

神奈j:|県福祉部
禅林寺龍華会聴
金，Ｆチャリティ

・ウォ・クかな

がわ｣,Ｅ本少林

等拳法連盟

ＣＲＤ八，

両本願寺，チャ

リティ・サイク

ル，東京グリ

ン・ウォ・ク，

ジャパン・タイ

ムス，モラ認ジ

ーＭｌＲＣ,Trec

forﾕﾐfeの会，

栄光学憧|，‘チャ
リティ・ウ身・

クかながわ｜，

Ｒ本少林寺拳法

連盟,犬養道子・
みどり・本連動

担、ｌ４ｉ宿

岩崎駿介〈代表）

星野昌子〈事務局長）

加藤志保，林達雄
前川昌代，鴇旧邑芳，
Ilf両勇，富安光子，

岩崎美佐子，
アイネス・バスヵ;ずル

;11:I誠史

ｌｈＩｌ誠史，藩合庇幸，

谷本栄子，他約60人

松岡美奈了

東金j:j民f』.志

鈴木直喜，LI1H-I盛，

伊藤達男，伊藤挙了，

有本敦子，イエッ'､ベルク，

ソロモン，バレタ，フュ

テルワルク．グー鱈..･ミル
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活動地塙

一一一一画

ソマリア
ー

マガ

ハル

ネイ・キャンプ

（ケ;ご…郡）

ジャララクシ・キ

ヤンフ･

(ヒラン郡）

ﾌｿﾝﾍﾞﾝ

ン県

カンブチア

チャン）

活 動内容

●農業による自立促進

ＵｎｉｔｌＣはポンプ・べ･スを造り終えた。また新農

場Ｕｎｉｔｌ：の調査も終えた．双方とも約l0ha，対
象者は１０家族である‘：

：jnit2～５の農民に対しては，ｒ１分たちでデイ･-ゼ

ル燃料を購入するように通知した．

例年ほど雨が降らなかったのに，Unit9の・部で雨

による被害が出た。
モデル農場では，３１名の婦女蔀･を対象に家庭菜園の
指導を始めた。

●植林

2000本以ｋの苗水を配ったが，現在も約１万4000本

の苗木を育苗中である．
●現金収入

従来のものに加え，難民たちのHiIから新たに靴屋と
肉屋の開業に伴う協力の要請を受けた。

●コミュニティー・サービス

３２人の難民の婦女了がｎ分たちで5000シリングを集
め．ＪＶＣにマケッ'､建設を依頼してきた。現在準

備叩'である。

ルクでの経験とジわボレでの人間関係をﾉﾋかしつつ

農民の自立のための農業を計而している。そのため現
地での最終調査と，日本国内での盗金調達を行ってい
る。現在は40家族ほどが応募しているが，プロジ雲ク

トが順調に進み始めたら，徐々に受益者数を増やす予

定である。

●サンタピエップ技術学校／ワークショップ

５ﾉj末にトラック５台分の交換部品が現地に到析し，

６月.半ばよりらrンジンの組み立てが始まった。
●井戸掘り／給水

ＪＶＣのワークショップ内で２本，小学校で１本，井
戸を掘っている。カンポット県で掘る井戸のうち１７
は予定地が決まったが他の20カ所は未疋。
●ＲＩＮＥプログラム(母子保健）

６jj27Hより村のヘルスワーカー・トレー_･ニングが
始まった。補助給食は，日曜口を除く毎日午前中に
1同行われている。

●生活改善指導員養成センター

婦人を対象に母子保健，幼児教育，家政…般，農業

訓練等の他般知識修得並びに実習を教育省，保健省

の協力を得て行うセンタ・の運営援助および技術協

力を予定《：

センタ‘･開設予定は1989額１月。

出資団体

じＮＨＣＲ，

創価学会青年平

和会議，
仏国土をつくる

う会

創価学会門年平

和会議，モラロ
ジーＭＩＲＣ，立

正佼成会，自動
車労連，庭野平
和財団，Ⅱ』Ｃチ

ャ:ノティグルー

プ，西本願寺，
善興寺ダーナ基
金，高岡寺族青
年会，覚法寺，
｢チャリティ・ウ

ォークかながわ｣，

Ｒ本少林寺拳法
辿蝦，毎日新聞

大阪社会事業団，
大竹財団，東京
都社会福祉協議
会，国際ソロプ
チミストＦ･代田

木幡律了チャリ
ティコンサーート

担当者

金子一弘，モハメッド・

アブ･デイ，シアッド，

荻ノ迫普（，『::野周一.，
モハメッド，ラシッド，

アオキ，アブディ・ジョ

フ，ムハボ，アブドラーヒ，

アブデイナサル

シュクリ

熊岡路矢，蓑田健一，

蓑円玲子，馬清，
本田徹，釘村手夜子
〈カウンター・パート＞

タック・カン，アム.・デ

ィエン，メアス・サメッ

卜，ゲット・ソーン

(保健省）

アン・サルン医師

(カンダール県保健局〉

ニム・ニエム医師

谷山博史，前田初江



活動地租

iターネ
ーノマ＞ フク‘Jj務恢

カオイダン

<カンプチア

難異干ヤンプ）

バナニコム

〈第一三国雄住待ち

カンブ学ア難民村）

地域開発

(バン:．』ク市内の

スラム地区）

〈ブリラム県の

Ｍ村）

活 動門容

渉外，鯉莱計･;iIi:，資金調達，ボランプィア調整，会:|，

総務，情報収集および広報，バザーー，；:７本のセール:：

季刊!.ごユーズ・レタ・-」〈英語・タイ語)発行。

●西崎憲司記念技術学校

現7Ｅ４:１人の若者たちが．気筒，狽車，電気，自動卓，

溶接の各２』スで技術習得に励んでいる。

タイ･勾務省はサイト２にいるクメーール人のヨ部をノン

サメットに移動させると発表L"た。
６ノ』12別木i如参ランヤプラテトから!割境沿いに1＄

kｍ先のパン・スック蝿にべ.､ナム篇の破裂弾が落ち，

測民２人が死堂，負傷満２人という被害があった。

●文化オリエンテーション

・日本簸住予定者

雪:]本語学習の基礎（読み，書き，聞き取り）

②:1本語のＨ常会話の習得

③:1本に関する概略的江理解を促す

④渡航に必要な郭柄への理解と実習

ｏＩＩ木以外の扇への定住予定者に手続きの理解を深

めてもらう。

6ﾉｰ１５ヨカオイダンより29人のカンプチア難民が到着

20］から勉強を始ぬた。

●奨学金プロジェクト

家庭訪矧を桁‐きている。

●クロン1､イ図書館

Ｉ｣ＯＣＫ５および70ライという地区で図書栖動を行

っている。

●地域調査

移動図誉活動を拡大した都市貧凶開発活動のための
調査を開始。ワシ:、。ラカン，ワンラン，ディンデ

ンなどのスラムを調賓した。

●農村開発

農業プ画グラムをＭ村の小学校で始めた。

ＪＶＣの現況（５月３１日現在）

正会員：758人

賛助会員：４５人

顧問栗野鳳

執行委員秋山忠正，伊従直子，岩崎駿介，岡本厚

態岡路矢，小島通雅，ディブ・バスカビル

中田正一，星野昌子，本田徹，室靖

監査委員武田昌邦，鷲津邦男

－２７－

出資Ⅱ|体

令国刺:会福祉脇

議会

ＵＮＨＣＲ．

SＶ（Stichtin窟

vlu唾teliElg）

尺理教Frh業

モラ１２ジーＭｌＲＣ，

J()罰Ｉｑ

ＷｅＬｏｖｅＡｓｉａ

ＴｒＧｅｆｏｒｌｉｆｅ

の会

雄勝囚罫町内寺院
会

IEl際ソロプチミ

スト駿河

担淫者

ボンぞ･･モン・チャイブ・ン．

カモン・ミンムアン，スン

－．．テイチャリヤクン

ノムヨット・ラタナタム，

浦水俊弘，大石道･辞

フォ・ド・順多，

鶴岡誇和．山畑に

アナン・ブダミリンパン

イー.プ

バティト・チャンス;ノーヤ

オン，ザムルァイ・ジョ
ンヨークラン，リラ・

クンブーロン．君メン・ズ

ン･リマラヤ

泉恵

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ８１



犬養道子・「みどり一本」募金

東京0-212497（６月小計735,185円）
犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ることになりました。この募金はエチオピアの植林プロ

ジェクトに使われます。

Trial＆Error（試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第81号

発行日昭和63年７月２０日発行（毎月２０日発行）逆巻81号

昭和57年９月16日第三種郵便物認可

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

侯みなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（６ノ}小計22,000円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ，グリーン・フォー・アフリカ募金（６月小計520,000円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・インドシナ難民救援募金（６月小計3,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ､カンプチア募金（６月小計1,032,500円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ､タイ･スラム募金（６月小計20,000円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ・スラムの子供奨学金・基金（６月小計66,000円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ･タイ農村募金（６月小計６，０００円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ・定住難民募金（６月小計3,000円）定住難

民のための|~1本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

１．ＪＶＣ運営経費募金（６月小計13,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ，ラオス募金（６凡小計82,000円）ラオス

の婦人の生活向上プログラムのために使われます。

Ｋ・無指定募金（６月小計766,000円）

＞JVCとは一ＪａｐａｎlntemationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

陸ＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報・資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

､正会員(惑窒;:::::璽葉員洲
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error」のみの購読について

。毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

編集後記
＞送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

伊色校正も終わり，もうすぐカレンダーができ上がる。今

1口lは評判のよかった２年前のアフリカチャリティカレンダ

ーに続く第２弾だ。アフリカというのは，人も風景もオブ

ジェとして凝縮してしまうが，アジアは良くも悪くも人

臭い。特に舞台となったタイ，ビルマ，カンプチア，ラオ

スはアジアモンスーン地域の仏教国ということもあり，日

本人には親しみ深い。

し絵はがきのようにただ美しいだけのカレンダーではあり

ません。そこに生きる人々と暮らしのメッセージを汲んで

下さい。ＪＶＣを知らせるいいチャンスです。

－２８－
Trial＆Ｅｒｒｏｒ８１ 定価，送料共300円

印刷所（株)ベスト・プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。

昭和63年７ノ1201~1発行（毎月20,発行）

編集人前川昌代

発行人星野昌子

発行所日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ)東京事務所
〒１１３東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階

雷0３（834）２３８８ＦＡＸ：０３（835）O519
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